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は
じ
め
に

『
安
楽
集
』
に
は
曇
鸞
の
著
作
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
道
綽
が
そ
の
教
義
思
想
に
強
い
影

響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、『
往
生
論
註
』
の
支
柱
と
も
い
う
べ
き

難
易
二
道
や
八
番
問
答
が
引
用
さ
れ
る
一
方
で
、『
安
楽
集
』
に
は
曇
鸞
浄
土
教
の
主
た
る
実
践
行

で
あ
り
、
な
お
か
つ
浄
影
寺
慧
遠
や
道
綽
以
後
に
お
い
て
も
積
極
的
に
引
用
さ
れ
る
「
五
念
門
」
へ

の
言
及
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
往
生
論
註
』
に
「
修
五
念
門（

（
（

」
と
あ
る
箇
所
を
「
修

諸
行
門
（
２
（

」
と
改
変
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
綽
は
意
図
的
に
「
五
念
門
」
と
い
う
表
現
を
避
け
て
い

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
安
楽
集
』
と
五
念
門
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
（
３
（
で

は
特
に
第
三
大
門
に
示
さ
れ
る
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
と
『
観
経
』
下
品
下
生
の
合
釈
文
（
４
（

を
根
拠

と
し
つ
つ
、
道
綽
は
時
機
相
応
の
要
行
と
し
て
称
名
念
仏
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
五
念
門
を
採
用
し

な
か
っ
た
、
と
い
う
一
定
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、『
安
楽
集
』
全
体
を
概
観
す
る
と
、
確
か
に
「
五
念
門
」
と
い
う
言
葉
の
直
接

的
な
使
用
例
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
五
念
門
一
々
の
内
容
に
関
す
る
説
示
は
随
所
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
綽
が
自
ら
の
実
践
論
を
展
開
し
て
ゆ
く
う
え
で
、
直
ち
に
五
念
門
を
廃

し
た
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
称
名
念
仏
一
行
を
も
っ
て
『
安
楽
集
』
の
実
践
行
と
す
る
見
解
に
も
些

か
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
安
楽
集
』
所
説
の
実
践
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
二
点
を
中

心
に
論
じ
て
み
た
い
。

①
『
安
楽
集
』
に
散
見
さ
れ
る
五
念
門
的
要
素
を
再
整
理
し
、
道
綽
が
五
念
門
と
い
う
実
践
体

系
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

②
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
念
仏
三
昧
と
五
念
門
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一　

『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
五
念
門
解
釈

（
一
）礼
拝
門

曇
鸞
は
『
往
生
論
註
』
巻
下
に
お
い
て
、
世
親
『
往
生
論
』
所
説
の
五
念
門
に
対
す
る
独
自
の
註

解
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
礼
拝
門
に
つ
い
て
は
、

云
何
禮
拜
、
身
業
禮
拜
阿
彌
陀
如
來
應
正
遍
知

諸
佛
如
來
徳
有
無
量
。
徳
無
量
故
、
徳
號
亦
無
量
。
若
欲
具
談
、
紙
筆
不
能
載
也
。
是
以
諸
經
、

或
擧
十
名
、
或
騰
三
號
。
蓋
存
至
宗
而
已
。
豈
此
盡
耶
。
所
言
三
號
、
即
此
如
來
應
正
遍
知
也
。

如
來
者
、
如
法
相
解
、
如
法
相
説
、
如
諸
佛
安
穩
道
來
、
此
佛
亦
如
是
來
更
不
去
後
有
中
故
、

名
如
來
。
應
者
應
供
也
。
佛
結
使
除
盡
、
得
一
切
智
慧
、
應
受
一
切
天
地
衆
生
供
養
。
故
曰
應

也
。
正
遍
知
者
、
知
一
切
諸
法
、
實
不
壞
相
、
不
増
不
減
、
云
何
不
壞
。
心
行
處
滅
、
言
語
道

過
。
諸
法
如
涅
槃
相
不
動
、
故
名
正
遍
知
。
無
礙
光
義
、
如
前
偈
中
解
。

爲
生
彼
國
意
故

何
故
言
此
。
菩
薩
之
法
、
常
以
晝
三
時
夜
三
時
、
禮
十
方
一
切
諸
佛
。
不
必
有
願
生
意
。
今
應

常
作
願
生
意
、
故
禮
阿
彌
陀
如
來
也
（
５
（
。

と
述
べ
、
具
体
的
な
行
相
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
阿
弥
陀
仏
へ
帰
命
し
（
６
（

、
そ
の
浄

土
へ
往
生
し
た
い
と
願
う
心
（
願
生
心
）
を
発
す
た
め
に
礼
拝
を
行
う
と
し
て
い
る
。

（
二
）讃
歎
門

次
に
讃
歎
門
に
つ
い
て
は
、

云
何
讃
歎
、
口
業
讃
歎

讃
者
讃
揚
也
。
歎
者
歌
歎
也
。
讃
歎
、
非
口
不
宣
、
故
曰
口
業
也
。

道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
実
践
論
に
つ
い
て

―
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五
念
門
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中
心
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―
―
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第
三
十
六
号

稱
彼
如
來
名
、
如
彼
如
來
光
明
智
相
、
如
彼
名
義
、
欲
如
實
修
行
相
應
故

稱
彼
如
來
名
者
、
謂
稱
無
礙
光
如
來
名
也
。（
中
略
）
然
有
稱
名
憶
念
、
而
無
明
由
在
、
而
不

滿
所
願
者
、
何
者
、
由
不
如
實
修
行
、
與
名
義
不
相
應
故
也
。
云
何
爲
不
如
實
修
行
、
與
名
義

不
相
應
。
謂
不
知
如
來
、
是
實
相
身
、
是
爲
物
身
（
７
（

。

と
述
べ
、
讃
歎
門
と
は
口
業
で
あ
り
、
無
礙
光
如
来
（
阿
弥
陀
仏
）
の
仏
名
を
称
え
る
こ
と
で
あ
る

と
す
る
。
ま
た
単
に
口
業
と
し
て
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
相
身
と
為
物
身

を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
、
併
せ
て

又
有
三
種
不
相
應
。
一
者
信
心
不
淳
。
若
存
若
亡
故
。
二
者
信
心
不
一
。
無
決
定
故
。
三
者
信

心
不
相
續
。
餘
念
間
故
。
此
三
句
展
轉
相
成
。
以
信
心
不
淳
故
、
無
決
定
。
無
決
定
故
、
念
不

相
續
。
亦
可
念
不
相
續
故
、
不
得
決
定
信
。
不
得
決
定
信
故
、
心
不
淳
。
與
此
相
違
、
名
如
實

修
行
相
應
（
８
（
。

と
あ
る
よ
う
に
、
称
名
憶
念
す
る
際
に
は
、
信
心
を
淳
く
し
、
信
心
を
一
と
し
、
信
心
を
相
続
す
る
、

と
い
う
三
種
の
信
心
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

（
三
）作
願
門

作
願
門
に
つ
い
て
は
、

云
何
作
願
、
心
常
作
願
。
一
心
專
念
畢
竟
往
生
安
樂
國
土
、
欲
如
實
修
行
奢
摩
他
故

譯
奢
摩
他
、
曰
止
。
止
者
止
心
一
處
不
作
惡
也
（
９
（

。

と
述
べ
、
作
願
門
の
行
相
で
あ
る
奢
摩
他
を
「
止
」
と
訳
し
、
心
を
一
処
に
と
ど
め
て
悪
を
な
さ
な

い
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
「
止
」
と
い
う
こ
と
に
三
義
が
あ
る
と
し
て
、

奢
摩
他
云
止
者
、
今
有
三
義
。

一
者
一
心
專
念
阿
彌
陀
如
來
、
願
生
彼
土
、
此
如
來
名
號
及
彼
國
土
名
號
、
能
止
一
切
惡
。

二
者
彼
安
樂
土
過
三
界
道
。
若
人
亦
生
彼
國
、
自
然
止
身
口
意
惡
。

三
者
阿
彌
陀
如
來
正
覺
住
持
力
、
自
然
止
求
聲
聞
辟
支
佛
心
。

此
三
種
止
。
從
如
來
如
實
功
徳
生
。
是
故
言
欲
如
實
修
行
奢
摩
他
故（

（（
（

。

と
解
説
し
、
①
た
だ
一
心
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
そ
の
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
阿
弥

陀
仏
と
そ
の
国
土
の
名
徳
に
よ
っ
て
一
切
の
悪
を
と
ど
め
る
、
②
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
三
界
不
摂
で

あ
り
、
そ
の
浄
土
に
往
生
し
た
な
ら
ば
自
然
に
三
業
（
身
口
意
）
の
悪
を
と
ど
め
る
、
③
阿
弥
陀
仏

の
住
持
す
る
力
に
よ
り
、
自
然
に
声
聞
や
辟
支
仏
を
求
め
る
心
が
止
む
、
と
の
理
由
を
挙
げ
、
こ
れ

ら
す
べ
て
が
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
と
し
て
い
る
。

（
四
）観
察
門

作
願
門
と
相
関
す
る
観
察
門
に
つ
い
て
は
、

云
何
觀
察
、
智
慧
觀
察
、
正
念
觀
彼
、
欲
如
實
修
行
毘
婆
舍
那
故

譯
毘
婆
舍
那
、
曰
觀
。
但
汎
言
觀
義
、
亦
未
滿
。
何
以
言
之
。
如
觀
身
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
・

九
相
等
、
皆
名
爲
觀
。
亦
如
上
木
名
、
不
得
椿
柘
也（

（（
（

。

と
述
べ
、
観
察
門
の
行
相
で
あ
る
毘
婆
舎
那
を
「
観
」
と
訳
し
、
身
の
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
・
九

相
な
ど
を
観
ず
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
観
」
と
い
う
こ
と
に
二
義
が
あ
る
と
し
て
、

毘
婆
舍
那
云
觀
者
、
亦
有
二
義
。

一
者
在
此
作
想
、
觀
彼
三
種
莊
嚴
功
徳
。
此
功
徳
如
實
故
、
修
行
者
亦
得
如
實
功
徳
。
如
實
功

徳
者
、
決
定
得
生
彼
土
。

二
者
亦
得
生
彼
淨
土
、
即
見
阿
彌
陀
佛
。
未
證
淨
心
菩
薩
、
畢
竟
得
證
平
等
法
身
。
與
淨
心
菩

薩
、
與
上
地
菩
薩
、
畢
竟
同
得
寂
滅
平
等
。
是
故
言
欲
如
實
修
行
毘
婆
奢
那
故（

（（
（

。

と
解
説
し
、
①
娑
婆
世
界
で
浄
土
の
三
種
の
荘
厳
相
を
観
じ
、
そ
の
功
徳
を
も
っ
て
修
行
す
る
者
は

必
ず
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
浄
土
に
往
生
し
て
阿
弥
陀
仏
を
み
れ
ば
、
未
証
浄
心
の

菩
薩
が
瞬
時
に
平
等
法
身
の
菩
薩
と
な
り
寂
滅
平
等
を
得
る
と
し
て
い
る
。

（
五
）回
向
門

最
後
に
回
向
門
に
つ
い
て
は
、

云
何
迴
向
、
不
捨
一
切
苦
惱
衆
生
、
心
常
作
願
迴
向
爲
首
、
得
成
就
大
悲
心
故

迴
向
有
二
種
相
。
一
者
往
相
、
二
者
還
相
。
往
相
者
、
以
己
功
徳
、
迴
施
一
切
衆
生
、
作
願
共

往
生
彼
阿
彌
陀
如
來
安
樂
淨
土
。
還
相
者
、
生
彼
土
已
、
得
奢
摩
他
毘
婆
舍
那
方
便
力
成
就
、

迴
入
生
死
稠
林
、
教
化
一
切
衆
生
、
共
向
佛
道
。
若
往
若
還
、
皆
爲
拔
衆
生
渡
生
死
海
。
是
故

言
迴
向
爲
首
得
成
就
大
悲
心
故（

（（
（

。

と
述
べ
、
回
向
に
は
往
相
と
還
相
の
二
種
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
①
往
相
と
は
自
ら
の
功

徳
を
施
し
、
衆
生
と
共
に
弥
陀
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
こ
と
（
往
生
以
前
に
行
う
回
向
）
で
あ
り
、

②
還
相
と
は
往
生
以
後
に
奢
摩
他
・
毘
婆
舎
那
の
方
便
力
を
成
就
し
、
娑
婆
世
界
へ
還
っ
て
、
す
べ

て
の
衆
生
を
教
化
し
て
共
に
仏
道
へ
と
向
か
う
こ
と
（
往
生
以
後
に
行
う
回
向
）
で
あ
る
が
、
両
者

と
も
娑
婆
世
界
か
ら
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二
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二　

『
安
楽
集
』
に
お
け
る
五
念
門
的
要
素

（
一
）礼
拝

『
安
楽
集
』
に
は
「
礼
拝
」
に
関
し
て
、

・
見
佛
爲
佛
作
禮
。
敬
佛
心
重
目
不
暫
捨（

（（
（

。

・
禮
拜
供
養
合
掌
觀
佛
。
以
因
縁
力
故
、
復
得
値
遇
百
萬
阿
僧
祇
佛（

（（
（

。

・
以
一
禮
佛
故
、
得
値
無
數
諸
佛（

（（
（

。

な
ど
の
用
例
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
断
片
的
に
使
用
さ
れ
た
言
葉
で
あ
り
、『
往
生

論
註
』
の
よ
う
な
教
義
的
説
明
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
綽
は
『
安
楽
集
』
第
六
大
門（

（（
（

に
お
い
て
、
十
方
浄
土
と
西
方
極
楽
浄
土
の
優

劣
を
比
較
し
、
あ
ら
ゆ
る
浄
土
の
中
で
も
阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
が
最
も
勝
れ
て
い
る
こ
と
を

明
か
す
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
な
問
答
を
設
け
て
い
る
。

【
問
】
曰
、
何
故
要
須
面
向
西
坐
禮
念
觀
者
。

【
答
】
曰
、
以
閻
浮
提
云
日
出
處
名
生
、
沒
處
名
死
。
藉
於
死
地
神
明
趣
入
、
其
相
助
便
。
是

故
法
藏
菩
薩
願
成
佛
、
在
西
悲
接
衆
生
。
由
坐
觀
禮
念
等
面
向
佛
者
、
是
隨
世
禮
儀
。
若
是
聖

人
、
得
飛
報
自
在
、
不
辨
方
所
。
但
凡
夫
之
人
身
心
相
隨
。
若
向
餘
方
、
西
往
必
難
。（
中
略
）

故
『
須
彌
四
域
經
』
云
、天
地
初
開
之
時
、未
有
日
月
星
辰
。
縱
有
天
人
來
下
、但
用
項
光
照
用
。

爾
時
人
民
多
生
苦
惱
。
於
是
阿
彌
陀
佛
遣
二
菩
薩
。
一
名
寶
應
聲
、
二
名
寶
吉
祥
。
即
伏
犧
女

媧
是
。
此
二
菩
薩
共
相
籌
議
、向
第
七
梵
天
上
、取
其
七
寶
來
至
此
界
、造
日
月
星
辰
二
十
八
宿
、

以
照
天
下
、
定
其
四
時
春
秋
冬
夏
。
時
二
菩
薩
共
相
謂
言
、
所
以
日
月
星
辰
二
十
八
宿
西
行
者
、

一
切
諸
天
人
民
、
盡
共
稽
首
阿
彌
陀
佛
。
是
以
日
月
星
辰
皆
悉
傾
心
向
彼
。
故
西
流
也（

（（
（

。

こ
の
問
答
で
は
「
何
故
、
西
に
向
か
っ
て
坐
禅
・
礼
拝
・
念
仏
・
観
察
を
す
る
の
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
、
西
と
は
「
死
」
を
意
味
す
る
方
角
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
法
蔵
菩
薩
は
成
仏
し
て
西
方

に
浄
土
を
建
立
し
、
死
を
迎
え
た
衆
生
を
救
済
す
る
の
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
坐
禅
・

礼
拝
・
念
仏
・
観
察
な
ど
を
実
践
す
る
際
、
仏
に
向
か
う
こ
と
は
世
の
礼
儀
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、

凡
夫
は
心
と
身
体
が
相
応
し
た
存
在
で
あ
り
、
余
方
を
向
け
ば
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
は
不
可
能

と
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
向
西
の
典
拠
と
し
て
『
須
弥
四
域
経
』
を

引
用
し
、
西
方
を
向
く
と
い
う
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
を
稽
首
す
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
安

楽
集
』
に
お
け
る
礼
拝
行
と
は
、阿
弥
陀
仏
が
浄
土
を
構
え
る
西
方
に
向
か
っ
て
修
す
べ
も
の
で
あ
り
、

な
お
か
つ
、
そ
こ
に
は
阿
弥
陀
仏
へ
の
稽
首
、
並
び
に
願
生
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）讃
歎

『
安
楽
集
』
の
「
讃
歎
」
に
関
す
る
用
例
を
整
理
す
る
と
、

・
諸
經
中
偏
歎
西
方
阿
彌
陀
國
勸
往
生
也（

（（
（

。

・
是
故
讃
歎
彼
國
爲
別
異
耳
。
若
能
依
願
修
行
、
莫
不
獲
益（

（（
（

。

・
中
國
三
藏
法
師
并
此
土
大
徳
等
、
皆
共
詳
審
聖
教
歎
歸
淨
土
、
今
以
勸
依（

（（
（

。

・
皆
共
詳
審
大
乘
歎
歸
淨
土（

（（
（

。

・
但
阿
彌
陀
佛
、
與
觀
音
大
勢
至
先
發
心
時
、
從
此
界
去
。
於
此
衆
生
偏
是
有
縁
、
是
故
釋
迦

處
處
歎
歸（

（（
（

。

・
然
二
佛
神
力
應
亦
齊
等
。
但
釋
迦
如
來
不
申
己
能
、
故
顯
彼
長
、
欲
使
一
切
衆
生
莫
不
齊

歸
。
是
故
釋
迦
處
處
歎
歸
。
須
知
此
意
也（

（（
（

。

・
神
力
無
極
阿
彌
陀
、
十
方
無
量
佛
所
讃（

（（
（

。

と
あ
り
、い
ず
れ
も
「
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
を
讃
歎
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
仏
名
と
讃
歎
の
関
係
に
つ
い
て
、
第
五
大
門
に
は

一
依
『
大
經
』
云
、
佛
、
告
阿
難
、
其
有
衆
生
、
欲
於
今
世
見
無
量
壽
佛
者
、
應
發
無
上
菩
提

之
心
、
修
行
功
徳
願
生
彼
國
。
即
得
往
生
。

故
『
大
經
讃
』
云
、
若
聞
阿
彌
陀
徳
號
、
歡
喜
讃
仰
心
歸
依
、
下
至
一
念
得
大
利
。
則
爲
具
足

功
徳
寶
。
設
滿
大
千
世
界
火
、
亦
應
直
過
聞
佛
名
。
聞
阿
彌
陀
不
復
退
。
是
故
至
心
稽
首
禮（

（（
（

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
往
生
浄
土
の
経
証
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
と
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
を
引
用
し
、

阿
弥
陀
仏
の
徳
号
を
聞
い
て
歓
喜
・
讃
仰
・
帰
依
す
れ
ば
、
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
と
い
う
大
益
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、『
往
生
論
註
』
の
よ
う
に
讃
歎
を
口
業
（
称
名
）
と
す
る
よ
う

な
説
示
は
み
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、道
綽
が
第
二
大
門
の
中
で
以
下
の
問
答
を
設
け
て
い
る
点
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
問
】曰
、若
人
但
稱
念
彌
陀
名
號
、能
除
十
方
衆
生
無
明
黒
闇
得
往
生
者
、然
有
衆
生
稱
名
憶
念
、

而
無
明
猶
在
不
滿
所
願
者
何
意
。

【
答
】
曰
、
由
不
如
實
修
行
。
與
名
義
不
相
應
故
也
。
所
以
者
何
。
謂
不
知
如
來
是
實
相
身
、

是
爲
物
身
。
復
有
三
種
不
相
應
。
一
者
信
心
不
淳
。
若
存
若
亡
故
。
二
者
信
心
不
一
。
謂
無
決

定
故
。
三
者
信
心
不
相
續
。
謂
餘
念
間
故
、
迭
相
收
攝
。
若
能
相
續
則
是
一
心
。
但
能
一
心
即

是
淳
心
。
具
此
三
心
若
不
生
者
、
無
有
是
處（

（（
（

。

こ
こ
で
は
「
も
し
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
た
だ
け
で
無
明
を
除
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
衆
生
が
称
名
し
憶
念
し
て
も
な
お
無
明
が
あ
り
、
未
だ
に
願
い
を
満
た
す

三
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こ
と
が
で
き
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
実
相
身
と
為
物
身
を
知
ら

ず
、
そ
の
名
義
が
相
応
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
信
心
に
つ
い
て
三
種

の
不
相
応
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
往
生
す
る
た
め
に
は
信
心
を
淳
く
し
、
信
心
を
一
と
し
、
信
心

を
相
続
す
る
、
と
い
う
三
種
の
信
心
を
具
足
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
こ
の
一
段
は
先
に
挙
げ
た
『
往
生
論
註
』
の
讃
歎
門
に
付
属
す
る
内
容
を
一
つ
の
問
答
と
し
て

依
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
曇
鸞
の
五
念
門
解
釈
が
道
綽
の
浄
土
教
思
想
の
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響

を
与
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
三
）作
願

次
に
作
願
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
に
は
「
作
願
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
は
な
く
、ま
た
『
往
生
論
註
』

の
よ
う
な
「
止
悪
（
奢
摩
多
）」
と
し
て
の
行
相
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、

・
但
以
稱
佛
名
力
作
往
生
意
、
願
生
彼
土（

（（
（

。

・
以
信
佛
因
縁
願
生
淨
土
、
起
心
立
徳
修
諸
行
業
、
佛
願
力
故
即
便
往
生（

（（
（

。

・
衆
生
亦
爾
。
在
此
起
心
立
行
願
生
淨
土（

（（
（

。

・
若
能
明
信
佛
經
願
生
淨
土
、
隨
壽
長
短
一
形
即
至
位
階
不
退（

（（
（

。

・
但
知
彼
方
有
佛
作
往
生
意
、
亦
得
往
生（

（（
（

。

・
若
能
作
意
迴
願
向
西
、
上
盡
一
形
下
至
十
念
、
無
不
皆
往（

（（
（

。

・
若
能
信
佛
因
縁
願
生
淨
土
、
所
修
行
業
竝
皆
迴
向
、
命
欲
終
時
、
佛
自
來
迎
不
于
死
王
也（

（（
（

。

な
ど
、『
往
生
論
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
「
願
生
」
を
意
味
す
る
作
願
の
用
例
は
い
く
つ
か
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
四
）観
察

『
安
楽
集
』
に
お
け
る
「
観
察
」
の
用
例
を
整
理
す
る
と
、

・
諸
佛
如
來
有
無
量
光
明
相
好
。
一
切
衆
生
但
能
繋
心
觀
察
、
無
不
獲
益（

（（
（

。

・
繋
念
具
足
思
惟
觀
佛
色
身（

（（
（

。

・
説
觀
佛
相
好
及
念
佛
三
昧（

（（
（

。

・
應
當
起
立
合
掌
正
身
、
向
西
正
念
觀
阿
彌
陀
佛
國
、
願
見
阿
彌
陀
佛（

（（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
諸
仏
を
含
め
た
「
仏
の
相
好
や
色
身
を
観
察
す
る
」
と
い
う
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、観
察
行
に
関
し
て
も
『
往
生
論
註
』
の
よ
う
な
毘
婆
舎
那
（
観
）

と
し
て
の
行
相
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
曇
鸞
が
提
示
し
た
「
観
」
の
二
義
の
う
ち
、
①
観

察
行
に
よ
る
往
生
に
つ
い
て
は
、
第
一
大
門
に

諸
佛
如
來
有
身
相
光
明
無
量
妙
好
。
若
有
衆
生
稱
念
觀
察
、
若
總
相
、
若
別
相
①
、
無
問
佛
身

現
在
過
去
、
皆
能
除
滅
衆
生
四
重
五
逆
永
背
三
途
、
隨
意
所
樂
常
生
淨
土
、
乃
至
成
佛（

（（
（

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
諸
仏
如
来
の
妙
好
を
対
象
と
し
た
称
念
観
察
に
よ
る
「
滅
罪
」「
往
生
」「
成
仏
」

が
一
連
に
説
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
波
線
部
①
「
若
總
相
、
若
別
相
」
と
い
う
表
現
に
は
『
往
生
論

註
』
か
ら
の
影
響
も
看
取
さ
れ
る（

（（
（

。

ま
た
②
観
察
行
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
寂
滅
平
等
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

第
九
大
門
の
中
で
『
往
生
論
註
』
を
直
接
引
用
し
、

『
淨
土
論
』
云
、
十
方
人
天
、
生
彼
國
者
、
即
與
淨
心
菩
薩
無
二
。
淨
心
菩
薩
即
與
上
地
菩
薩

畢
竟
同
得
寂
滅
忍
。
故
更
不
退
轉（

（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
一
段
は
明
ら
か
に
『
往
生
論
註
』
の
観
察
門
を
引
用
し
た
箇
所
で
あ
り
、
道

綽
は
得
生
者
の
具
体
的
な
様
相
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
し
た
者
は
浄
心
の
菩
薩
と
同
じ

で
あ
り
、
最
終
的
に
は
上
地
（
七
地
以
上
）
の
菩
薩
と
な
っ
て
等
し
く
寂
滅
忍
を
得
る
か
ら
退
転
す

る
こ
と
が
な
い
と
し
て
い
る
。

（
五
）回
向

『
安
楽
集
』
に
お
け
る
「
回
向
」
の
用
例
を
整
理
す
る
と
、

・
所
修
餘
行
迴
向
皆
生（

（（
（

。

・
一
切
行
業
悉
迴
向
彼
、
但
能
專
至
壽
盡
必
生
。
得
生
彼
國
、
即
究
竟
清
涼（

（（
（

。

・
一
切
行
業
但
能
迴
向
、
無
不
往
也（

（（
（

。

・
若
能
信
佛
因
縁
願
生
淨
土
、
所
修
行
業
竝
皆
迴
向
、
命
欲
終
時
、
佛
自
來
迎
不
于
死
王
也（

（（
（

。

と
あ
り
、
道
綽
は
自
ら
が
実
践
し
た
あ
ら
ゆ
る
仏
道
修
行
の
功
徳
を
回
向
（
往
相
回
向
）
す
れ
ば
、

命
終
の
後
に
必
ず
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
か
し
て
い
る
。

ま
た
第
十
大
門
で
は
「
釈
回
向
義
」
と
い
う
一
節
を
設
け
て
、

第
二
釋
迴
向
義
者
、
但
以
一
切
衆
生
既
有
佛
性
、
人
人
皆
有
願
成
佛
心
。
然
依
所
修
行
業
未
滿

一
萬
劫
已
來
、
猶
未
出
火
界
、
不
免
輪
迴
。
是
故
聖
者
愍
斯
長
苦
、
勸
迴
向
西
。
爲
成
大
益
。

然
迴
向
之
功
、
不
越
於
六
。
何
等
爲
六
。
一
者
將
所
修
諸
業
迴
向
彌
陀
、
既
至
彼
國
、
還
得
六

通
濟
運
衆
生
②
。
此
即
不
住
道
也
。
二
迴
因
向
果
。
三
迴
下
向
上
。
四
迴
遲
向
速
。
此
即
不
住

世
間
也
。
五
迴
施
衆
生
悲
念
向
善
。
六
迴
入
去
却
分
別
之
心
。
迴
向
之
功
只
成
斯
六（

（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
上
記
の
往
相
回
向
に
加
え
て
、
自
ら
が
修
め
た
功
徳
を
阿
弥
陀
仏
へ
回

四
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向
す
れ
ば
、
往
生
し
た
後
に
六
神
通
を
獲
得
し
、
娑
婆
世
界
へ
と
還
っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
（
波
線

部
②
）
と
い
っ
た
還
相
回
向
も
説
か
れ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
に
、『
安
楽
集
』
に
は
「
五
念
門
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
は
み
ら
れ
な
い
が
、
礼
拝
・

讃
歎
・
作
願
・
観
察
・
回
向
な
ど
、
五
念
門
一
々
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
程
度
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
「
讃
歎
」
や
「
観
察
」
の
項
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
道
綽
は
『
往
生
論
註
』
の
五
念

門
解
釈
を
度
々
依
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
念
門
の
構
造
そ
の
も
の
を
強
く
否
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
々
の
教
義
内
容
に
関
し
て
は
肯
定
的
に
扱
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
道
綽
が

五
念
門
と
い
う
実
践
体
系
を
採
用
し
て
い
な
い
以
上
、『
安
楽
集
』
に
も
実
践
行
の
提
示
を
求
め
る

必
要
が
あ
り
、同
時
に
そ
れ
は
第
四
大
門
を
中
心
に
説
か
れ
る「
念
仏
三
昧
」で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

『
安
楽
集
』
に
お
け
る
念
仏
三
昧

道
綽
は
第
三
大
門
に
お
い
て
、『
往
生
論
註
』
所
説
の
難
易
二
道
を
引
用
し
つ
つ
、
往
生
浄
土
を

目
的
と
し
た
独
自
の
易
行
道
を
提
示
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
典
拠
と
し
た
念

仏
三
昧（

（（
（

を
易
行
道
の
具
体
的
な
行
法
と
し
、
こ
の
念
仏
三
昧
の
実
践
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
罪
障
が
自

然
に
除
か
れ
、
必
ず
往
生
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
の
で
あ
る（

（（
（

。

（
一
）念
仏
三
昧
の
経
証

『
安
楽
集
』
に
は
念
仏
三
昧
の
経
証
と
し
て
数
多
く
の
大
乗
経
論
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

を
経
論
ご
と
に
分
類
す
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

〔
経
論
〕 

　
　
　
〔
実
践
行
〕

『
観
仏
三
昧
海
経
』　　

礼
仏
、
称
念
観
察
、
首
楞
厳
三
昧
、
観
仏
三
昧
、
念
仏
三
昧

『
無
量
寿
経
』　　
　
　

発
菩
提
心
、
十
念
相
続
称
我
名
字

『
観
無
量
寿
経
』　　
　

十
念
、
念
仏

『
華
首
経
』　　
　
　
　

一
相
三
昧
、
専
念
一
仏

『
文
殊
般
若
経
』　　
　

一
行
三
昧
、
繫
心
一
仏
専
称
名
字
念
無
休
息

『
涅
槃
経
』　　
　
　
　

至
心
常
修
念
仏
三
昧

『
観
音
授
記
経
』　　
　

唯
有
一
向
専
念
阿
弥
陀
仏

『
般
舟
三
昧
経
』　　
　

常
念
我
名

『
大
智
度
論
』　　
　
　

常
念
仏
、
行
念
仏
三
昧

『
華
厳
経
』　　
　
　
　

菩
提
心
中
行
念
仏
三
昧
、
念
仏
三
昧

『
海
龍
王
経
』　　
　
　

八
法
（
①
常
念
諸
仏
、
②
供
養
如
来
、
③
咨
嗟
世
尊
、
④
作
仏
形
像
修

諸
功
徳
、
⑤
廻
願
往
生
、
⑥
心
不
怯
弱
、
⑦
一
心
精
進
、
⑧
求
仏
正
慧
）

『
宝
雲
経
』　　
　
　
　

十
行

『
大
樹
緊
那
羅
王
経
』　

四
種
法
、
三
十
二
器
中
六
器

『
月
灯
三
昧
経
』　　
　

念
仏
相
好
及
徳
行

『
大
乗
起
信
論
』　　
　

以
専
意
念
仏

『
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
』　

憶
念
、
念
仏
三
昧

『
大
法
鼓
経
』　　
　
　

作
往
生
意
、
常
能
繋
意
称
念
諸
仏
名
号

『
十
方
随
願
往
生
経
』　

念
仏
及
転
誦
斎
福

『
大
悲
経
』　　
　
　
　

専
念
仏
相
続
不
断

『
十
往
生
経
』　　
　
　

十
往
生
法

こ
の
よ
う
に
、
道
綽
は
往
生
浄
土
の
生
因
と
し
て
、
余
行
に
対
す
る
念
仏
三
昧
の
正
当
性
・
優
位

性
を
証
明
す
る
た
め
に
こ
れ
だ
け
の
大
乗
経
論
を
博
引
傍
証
し
、
末
法
に
お
け
る
時
機
相
応
の
往
生

行
と
し
て
念
仏
三
昧
を
勧
示
す
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
大
乗
経
論
が
念
仏
三
昧
の
典
拠

と
な
る
以
上
、
道
綽
が
提
示
す
る
念
仏
三
昧
と
は
称
名
だ
け
で
は
な
く
、
広
義
に
は
礼
仏
（
礼
拝
）・

咨
嗟
（
讃
歎
）・
作
往
生
意
（
作
願
）・
観
察
・
廻
願
往
生
（
回
向
）
と
い
っ
た
五
念
門
的
要
素
を
含

む
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）念
仏
三
昧
の
相
状

道
綽
は
念
仏
三
昧
の
相
状
に
つ
い
て
、

行
者
亦
爾
。
念
阿
彌
陀
佛
時
、
亦
如
彼
人
念
渡
、
念
念
相
次
無
餘
心
想
間
雜
。
或
念
佛
法
身
、

或
念
佛
神
力
、
或
念
佛
智
慧
、
或
念
佛
毫
相
、
或
念
佛
相
好
、
或
念
佛
本
願
。
稱
名
亦
爾
。
但

能
專
至
相
續
不
斷
、
定
生
佛
前
。
今
勸
後
代
學
者
。（
中
略
）
若
始
學
者
未
能
破
相
。
但
能
依

相
專
至
、
無
不
往
生
。
不
須
疑
也
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
願
生
者
が
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
際
は
心
に
一
切
の
余
念
が
な
く
、
た
だ

一
心
に
念
仏
を
相
続
し
て
、
仏
の
法
身
、
神
力
、
智
慧
、
白
毫
相
、
相
好
、
本
願
を
念
じ
、
称
名
も

ま
た
同
様
に
修
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
二
諦
の
道
理
を
理
解
し
て
い
な
い
大
乗
始
学
の

者
は
相
を
破
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
仏
の
相
好
に
想
い
を
繋
け
て
専
ら
に
念
仏
す
れ
ば
必
ず
浄

土
へ
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
か
し
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、『
安
楽
集
』に
お
け
る
念
仏
三
昧
と
は
、

五
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一
心
に
往
生
浄
土
を
願
い
、
諸
大
乗
経
論
に
説
か
れ
る
礼
拝
・
観
察
・
称
念
と
い
っ
た
実
践
行
を
修

し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
三
）念
仏
三
昧
の
利
益

道
綽
は
第
四
大
門
に
お
い
て
、
念
仏
三
昧
の
利
益
に
関
す
る
五
つ
の
問
答
を
設
け
て
い
る
が
、
各

問
答
の
内
容
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〔
問
答
〕　　
　
　
〔
典
拠
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
利
益
〕

第
一
問
答　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
念

第
二
問
答　
　
　
『
大
智
度
論
』　　
　
　
　
　
　
　

除
障

第
三
問
答　
　
　
『
惟
無
三
昧
経
』、『
譬
喩
経
』　　

延
年
益
寿
、
現
世
利
益

第
四
問
答　
　
　
『
十
地
経
論
』　　
　
　
　
　
　
　

念
仏
三
昧
即
具
一
切
四
摂
六
度

第
五
問
答　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
仏

こ
れ
ら
一
連
の
問
答
か
ら
、
道
綽
に
と
っ
て
念
仏
三
昧
と
は
あ
ら
ゆ
る
仏
道
修
行
を
統
摂
し
た
実

践
行
で
あ
り
、
そ
の
利
益
は
見
仏
や
往
生
だ
け
で
は
な
く
、
現
世
に
お
け
る
除
障
や
延
命
、
さ
ら
に

は
未
来
世
で
の
得
証
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
道
綽
は
第
一
大
門
の
中

で
「
此
念
佛
三
昧
、
即
是
一
切
三
昧
中
王
故
也（

（（
（

」
と
述
べ
、
三
昧
の
王
で
あ
る
念
仏
三
昧
を
時
機
相

応
の
往
生
行
と
し
て
提
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、『
安
楽
集
』
に
お
け
る
念
仏
三
昧
と
は
諸
大
乗
経
論
の
経
証
に
も
と
づ
く
易
行
道
の
実
践

で
あ
り
、
願
生
者
が
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
行
う
全
身
体
的
行
為
を
包
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
道
綽
が

五
念
門
を
採
用
し
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
念
仏
三
昧
に
よ
っ
て
願
生
者
が
修
す
べ
き
実

践
行
を
画
一
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
み
ら
れ
、
道
綽
は
五
念
門
の
よ
う
に
複
数
の
行
法
を
必
要
と
す

る
実
践
体
系
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
念
仏
三
昧
と
い
う
最
勝
の
一
行
の
み
を
徹
底
し
て
勧
示
す
る

こ
と
に
実
践
論
の
主
眼
を
置
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

本
稿
で
は
「
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
実
践
論
に
つ
い
て
─
─
五
念
門
を
中
心
に
─
─
」
と
題
し

て
、
道
綽
が
五
念
門
と
い
う
実
践
体
系
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
第
一

に
『
往
生
論
註
』
の
五
念
門
解
釈
を
踏
ま
え
、『
安
楽
集
』
に
も
五
念
門
的
要
素
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
か
を
検
討
し
た
。
第
二
に
道
綽
が
五
念
門
を
採
用
せ
ず
、
諸
大
乗
経
論
に
広
説
さ
れ
る
念
仏

三
昧
を
往
生
行
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
念
仏
三
昧
の
経
証
・
相
状
・
利
益
と
い
う
三
点
か
ら
そ
の

背
景
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈠
『
安
楽
集
』
に
は
「
五
念
門
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
は
み
ら
れ
な
い
が
、
五
念
門
を
形
成
す
る

個
々
の
行
法
に
関
し
て
は
そ
の
用
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
道
綽
は『
往
生
論
註
』

の
五
念
門
解
釈
を
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
念
門
そ
の
も
の
を
強
く
否
定
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
々
の
教
義
内
容
に
は
む
し
ろ
肯
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。

㈡
道
綽
は
諸
大
乗
経
論
に
広
説
さ
れ
る
念
仏
三
昧
を
時
機
相
応
の
往
生
行
と
し
て
提
示
す
る
が
、

そ
の
内
実
は
称
名
だ
け
で
は
な
く
、
礼
拝
・
讃
歎
・
作
願
・
観
察
・
回
向
と
い
っ
た
五
念
門
的

要
素
を
す
べ
て
含
み
得
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

㈢
『
安
楽
集
』
が
五
念
門
を
採
用
し
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
念
仏
三
昧
一
行
に
あ
ら
ゆ
る
実
践
行

を
統
摂
し
よ
う
と
す
る
道
綽
の
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
道
綽
は
五
念
門
を
五
つ

の
行
門
に
よ
っ
て
成
立
す
る
実
践
体
系
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
「
諸
行
門
」

と
呼
称
し
、
そ
の
よ
う
な
諸
行
門
に
対
す
る
最
勝
の
「
一
行
門
」
と
し
て
念
仏
三
昧
を
強
く
勧

示
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
本
稿
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、『
安
楽
集
』
に
お
け
る
念
仏
三
昧
の
さ
ら
な
る
検
討
（
実

践
論
）
と
、
念
仏
三
昧
の
対
象
と
な
る
阿
弥
陀
仏
（
仏
身
論
）、
さ
ら
に
は
念
仏
三
昧
に
よ
っ
て
往

生
す
る
浄
土
（
仏
土
論
）
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

註
（（）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
二
七
頁
中
。

（2）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
二
頁
上
。

（3）
『
安
楽
集
』
と
五
念
門
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
。

①
山
本
仏
骨
「
安
楽
集
と
五
念
門
に
就
て
」
（
『
宗
学
院
論
輯
』
三
三
、
一
九
七
六
年
）

②
宮
井
里
佳
「
曇
鸞
か
ら
道
綽
へ
─
─
五
念
門
と
十
念
─
─
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

五
七
、
一
九
九
一
年
）

（4）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
三
頁
下
。

（5）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
五
頁
上
～
中
。

（6）
曇
鸞
は『
往
生
論
註
』巻
上
に
お
い
て「
歸
命
盡
十
方
無
礙
光
如
來
者
、歸
命
即
是
禮
拜
門
」（『
正

蔵
』
四
〇
、八
二
七
頁
上
）
と
述
べ
、
礼
拝
が
「
帰
命
」
に
相
当
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

（7）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
五
頁
中
。

六



道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
実
践
論
に
つ
い
て

4（

七

（8）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
五
頁
中
～
下
。

（9）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
五
頁
下
。

（（0）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
五
頁
下
～
八
三
六
頁
上
。

（（（）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
六
頁
上
。

（（2）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
六
頁
上
。

（（3）
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
六
頁
上
。

（（4）
『
正
蔵
』
四
七
、
六
頁
下
。

（（5）
『
正
蔵
』
四
七
、
六
頁
下
。

（（6）
『
正
蔵
』
四
七
、
六
頁
下
。

（（7）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
八
頁
上
。

（（8）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
八
頁
上
～
中
。

（（9）
『
正
蔵
』
四
七
、
九
頁
下
。

（20）
『
正
蔵
』
四
七
、
九
頁
下
。

（2（）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
四
頁
中
。

（22）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
四
頁
中
。

（23）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
八
頁
上
。

（24）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
九
頁
中
。

（25）
『
正
蔵
』
四
七
、
二
〇
頁
中
。

（26）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
六
頁
下
。

（27）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
二
頁
上
～
中
。

（28）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
一
頁
下
～
一
二
頁
上
。

（29）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
二
頁
中
。

（30）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
二
頁
下
。

（3（）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
六
頁
下
。

（32）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
七
頁
上
。

（33）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
九
頁
上
。

（34）
『
正
蔵
』
四
七
、
二
一
頁
上
。

（35）
『
正
蔵
』
四
七
、
四
頁
中
。

（36）
『
正
蔵
』
四
七
、
六
頁
下
。

（37）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
七
頁
下
。

（38）
『
正
蔵
』
四
七
、
二
一
頁
下
。

（39）
『
正
蔵
』
四
七
、
五
頁
中
。

（40）
『
往
生
論
註
』
に
は
「
但
言
憶
念
阿
彌
陀
佛
。
若
總
相
、
若
別
相
、
隨
所
觀
縁
心
無
他
想
、
十

念
相
續
名
爲
十
念
。
但
稱
名
號
亦
復
如
是
」
（
『
正
蔵
』
四
〇
、
八
三
四
頁
下
）
と
の
一
文
が

あ
る
。

（4（）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
九
頁
下
。

（42）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
五
頁
上
。

（43）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
六
頁
下
。

（44）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
八
頁
中
。

（45）
『
正
蔵
』
四
七
、
二
一
頁
上
。

（46）
『
正
蔵
』
四
七
、
二
〇
頁
下
。

（47）
拙
稿
「
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
難
易
二
道
に
つ
い
て
」
（
『
浄
土
学
』
四
六
、
二
〇
〇
九

年
）
を
参
照
。

（48）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
三
頁
下
～
一
四
頁
上
。

（49）
な
お
、
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
「
念
仏
」
と
「
念
仏
三
昧
」
、
さ
ら
に
は
「
観
仏
三
昧
」
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
日
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
藤
丸
智
雄
「
『
安

楽
集
』
に
お
け
る
「
三
昧
」
の
受
容
」
（
『
武
蔵
野
女
子
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

一
七
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
も
と
づ
き
、
「
念
仏
（
広
義
の
念
仏
）
」
と
「
念
仏
三
昧
（
狭
義
の

念
仏
）
」
を
同
義
の
も
の
と
捉
え
て
お
く
。

（50）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
一
頁
中
。

（5（）
第
一
大
門
に
「
彼
諸
佛
等
亦
以
色
身
相
好
化
度
衆
生
、
從
是
以
後
即
得
百
千
億
念
佛
三
昧
門
」

（
『
正
蔵
』
四
七
、
六
頁
下
）
と
あ
る
。

（52）
道
綽
は
第
三
大
門
に
お
い
て
、
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
と
『
観
経
』
下
品
下
生
を
合
釈
し
た

独
自
の
願
文
（
『
正
蔵
』
四
七
、
一
三
頁
下
）
を
提
示
し
、
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
を
説
い
て

い
る
が
、
第
七
大
門
で
「
若
欲
發
心
歸
西
者
、
單
用
少
時
禮
觀
念
等
、
隨
壽
長
短
、
臨
命
終

時
、
光
臺
迎
接
迅
至
彼
方
、
位
階
不
退
」
（
『
正
蔵
』
四
七
、
一
八
頁
下
）
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
称
名
は
あ
く
ま
で
念
仏
三
昧
の
一
相
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（53）
『
正
蔵
』
四
七
、
一
五
頁
下
～
一
六
頁
中
。

（54）
『
正
蔵
』
四
七
、
五
頁
下
。


